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作業班での検討内容を複数ステップに分割することを
提案させていただきます。

まえがき
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屋外での利用スコープ Step1 （1/3）

■Step1-① 単相交流の電線路（引込線）、この引込線と電気的に接続された
屋内外の電気配線及び電力線

6600V 高圧線

100/200V 低圧線

変圧器

：PLCモデム

引込線

：屋外電気配線

：屋内電気配線

200V 動力線

変
圧
器

引込線

なお、架空配電線本線への信号を減衰する措置を講じる。

※集合住宅や戸建など 敷地
境界

敷地
境界

敷地
境界

敷地
境界
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屋外での利用スコープ Step1 （2/3）

■Step1-② 三相交流の電線路（引込線）、この引込線と電気的に接続された
屋内外の電気配線及び電力線

6600V 高圧線

100/200V 低圧線

変圧器

変
圧
器

引込線

200V 動力線

※集合住宅や戸建など敷地
境界

敷地
境界

なお、架空配電線本線への信号を減衰する措置を講じる。
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屋外での利用スコープ Step1 （3/3）

■Step1-③ 通信対象機器間の地中電線路

：地中電線路

なお、架空配電線本線への信号を減衰する措置を講じる。
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屋外での利用スコープ Step2

■Step２ 架空電線路系統(6,600V以下)を利用した通信

6600V 高圧線

200V 動力線

100/200V 低圧線

変圧器①架空低圧線
での通信

②架空高圧線(6600V)での通信

③高圧線(6600V)～低圧線(100/200V)
間での通信


